































































発見と発想の泉 －JKBooks Web版群書類従　正・続・続々 について－
〈資料紹介〉
講師　川　端　泰　幸
（日本中世史）
大谷大学図書館・博物館報（第３４号）　（ 11 ）
『Web版群書類従』のすごさはそれだけでは
ない。私が一番感動したのは、キーワードで
横断検索が可能となった点である。従来の
ジャパンナレッジでも、『日本国語大辞典』
や『歴史地名大系』、『日本大百科全書』など
の辞典類の横断検索が可能であるという点は
非常に便利であったが、そこに『群書類従』
シリーズの全文も含めた検索ができるように
なったのである。これによって思わぬ発見を
得ることが多くなった。
　例えば、現在編纂のお手伝いをさせていた
だいている本願寺第１０代・証如という人物が
記した『天文日記』という日記に、「上池院」
という人物がたびたび出てくる。あまりによ
く出てくるので気になるものの、辞書を引い
てもなかなかわからないのである。証如とい
う人物は、本願寺の教団体制を整備するとと
もに、室町幕府将軍家をはじめとする武家、
あるいは天皇をはじめとする公家たちとの間
に緊密な交友関係を築いた人物である。当
然、日記の中に登場する人物たちというの
は、同時代の中央政界において重要な役割を
果たした人物たちであり、辞書やインター
ネットには出てくるだろうと思われるかもし
れないが、そういった人々が一体どのような
活動をしていたのかということなどについて
は、驚くほど分からないことが多いというの
が日本中世史の実情なのである。
　さて、そんな時に力を発揮するのが他なら
ぬ『Web版群書類従』である。先の上池院に
ついて、『Web版群書類従』で検索をかけた
ところ、この人物が医師であり、室町幕府な
どと深い関係をもつ人物であるということが
あっという間にわかった。こうした瞬間、い
つも驚きとともに感動を覚える。「そうだったの
か！」という発見の喜びということもできよう。
　そして『Web版群書類従』をさらに見てい
くと、上池院の登場する史料が１０以上も一挙
に検索結果として提示され、原文を即時に確
認することができるのである。これらの史料
全てに目を通し、分析を加えると上池院に関
する小論考がすぐに書けると思う。
　このように古文書以外の物語や系図といっ
た史料から固有名詞などで横断的に検索がか
けられるというのは、刊本だけではなかなか
到達しえない次元である。近年、東京大学史
料編纂所の古文書類に関するデータベースな
ども充実しており、史料を博捜するという側
面において、１０数年前とは隔世の感がある。
江戸時代、塙保己一という１人の学者が志
し、編纂された史料集は、今このようにして
新たな生命を得たともいえるのである。私に
とって『Web版群書類従』とは「発見と発想
の泉」である。
　ただし、これを使いこなすためにはいくつ
かクリアしなければならない条件がある。第
１に必ずキーワードが必要である。つまり、
自分が調べたい「何か」がないと始まらな
い。そして第２に、史料を読むことができな
ければならない。何でもそうだが、「目的」
があって初めて『Web版群書類従』から発見
と発想の水をくみ上げることができるのであ
る。まずは、その「何か」を探した上で、多
くの学生諸氏にこの魅力を体験してもらいた
いと思う。
版本の『群書類従』
これらがすべてデジタル化されて活用できる
（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）
